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　　　    11月22日〜12月18日   　　　
豊島区明るい社会づくりの会
 現金 100,000円
有明医療大学・東ちづるサイン会
 現金 11,364円
㈱タクトコーポレーション 現金 10,000円
セルジーン㈱ 現金 100,000円
臥龍本気塾 募金箱 現金 47,671円
宮代町百間中学校PTA 現金 20,000円
宮代町百間中学校生徒会 現金 30,711円
ジャパンエナジー戸田・船川会
 現金 21,367円
㈱エアネット 現金 116,000円
ダブルエスタイガー 現金 30,000円
横山 秀夫 現金 10,000円
切明 蹊 現金 3,000円
多々良裕史 現金 5,000円
山田 康博 現金 9,880円
埼玉CML患者 現金 2,000円
塩谷 泰人 現金 1,000円
千葉 充子 現金 5,000円
江上 義紀 現金 10,000円
山本 和広 現金 20,000円
櫻井 康司 現金 30,000円
青柳 年和 現金 1,000円
飯島 孝枝 現金 2,240円
匿名 現金 2,630円
匿名 現金 5,000円
匿名 現金 5,000円
匿名子 現金3,000円・クオカード7,000円

●白血病患者支援基金
北九州建設 現金 2,290円
土沢デンタルクリニック 現金 4,416円
ウエダ薬品 現金 50,000円
しらかば薬局 現金 12,225円
すがわら内科 現金 5,000円

●佐藤きち子患者支援基金
医療用コットンキャップの会
 現金 200,000円
すみれ薬局 現金 101,205円
本門佛立宗信照寺 現金 5,000円
 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座
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特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協

議
会

�

会
長
　
大
谷 

貴
子

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
尽
力
、

ご
支
援
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
９
月
に
嬉
し
い
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
元
患
者

さ
ん
が
、
多
く
の
仲
間
に
祝
福
さ

れ
て
、
二
度
目
の
20
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
の
で
す
。
日
本
骨
髄
バ

ン
ク
が
出
来
る
前
、
東
海
骨
髄
バ

ン
ク
を
介
し
て
非
血
縁
者
間
骨
髄

移
植
を
受
け
て
か
ら
20
年
目
の
記

念
日
で
し
た
。

　

元
気
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
、
友
人
た
ち
の
笑
顔
を
見
る

と
、
つ
い
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

嬉
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

し
て
、
活
動
を
続
け
て
き
て
良

か
っ
た
、
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
の
笑

顔
に
会
い
た
い
！
と
い
う
気
持
ち

が
大
き
く
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。

　

全
国
協
議
会
も
今
年
、
20
周
年

を
迎
え
ま
す
。
20
年
、
そ
れ
は
、

患
者
さ
ん
に
元
気
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
思
い
と
、
そ
れ
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
皆
様
の
思
い
が
凝

集
さ
れ
た
歴
史
で
す
。
そ
の
思
い

を
受
け
継
ぎ
、
今
一
度
み
ん
な
で

ま
た
、
昨
年
か
ら
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
検
査

に
Ｈ
Ｌ
Ａ
−Ｃ
座
検
査
を
追
加
し

て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

引
き
続
き
、
日
々
進
歩
す
る
医
療

技
術
へ
の
対
応
や
、
一
人
で
も
多

く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制

の
整
備
な
ど
、
造
血
幹
細
胞
移
植

対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
議
会
の
ま
す
ま

す
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
方
の

御
健
勝
、
御
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

財
団
法
人
骨
髄
移
植
推
進
財
団

�

理
事
長
　
正
岡 

徹

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
年
間
の
骨
髄
移
植

数
も
約
1
、
2
0
0
例
と
な
り
、

H
L
A
−C
座
検
査
を
開
始
す
る

と
と
も
に
非
血
縁
者
間
末
梢
血
幹

細
胞
移
植
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
や
関

係
者
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
し

か
し
、
登
録
患
者
数
は
増
加
す
る

傾
向
に
あ
る
中
、
移
植
率
は
約
6

割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
ド
ナ
ー
登
録
を
更
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
期
間
短
縮
や

ド
ナ
ー
安
全
対
策
の
強
化
な
ど
に

努
め
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
患
者

さ
ん
に
骨
髄
移
植
の
機
会
が
訪
れ

ま
す
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社

�

血
液
事
業
本
部
長
　
西
本 

至

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
は

多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

昨
年
11
月
に
は
累
計
登
録
者
数
は

45
万
人
、
有
効
ド
ナ
ー
登
録
者
数

も
35
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
貴
協
議
会
を
は
じ
め
、

全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
や

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物

と
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
か
ら
の

依
頼
に
基
づ
き
昨
年
８
月
か
ら
、

骨
髄
移
植
の
成
績
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
−Ｃ

座
検
査
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
登
録
受
付
窓
口
の
よ

り
良
い
環
境
づ
く
り
や
、
検
査
体

制
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
関
係

者
の
皆
様
と
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の

伸
展
の
た
め
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
貴
協
議
会
の
ご
発
展

と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

�

会
長
　
中
林 

正
雄

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
平
成
11
年
８
月
に
発

足
し
て
か
ら
満
10
年
が
経
過
し
、

現
在
11
の
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
と
共

同
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
昨
年
８
月
に
は
早
稲
田
大

学
の
井
深
大
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
設
立
10
周
年
記
念
事
業
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
が
、
盛
会
の
う

ち
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

最
近
は
一
年
間
に
約
１
、

０
０
０
例
近
く
の
さ
い
帯
血
移
植

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
骨
髄

移
植
と
共
に
、
造
血
幹
細
胞
移
植

医
療
を
支
え
る
重
要
な
治
療
法
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
社
会

の
期
待
、
そ
し
て
責
任
の
重
大
さ

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
骨
髄
バ
ン
ク
と
密

接
な
連
携
を
と
り
つ
つ
、
移
植
を

待
つ
患
者
さ
ま
の
た
め
に
努
力
し

て
一
層
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
い
帯
血
バ

ン
ク
事
業
に
対
す
る
ま
す
ま
す
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
よ
り
良
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協

議
会

�

理
事
長
　
中
野 

勝
博

　

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
全
国
協
議
会
に
対
し

て
格
別
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
患
者
さ
ん
が
生
き
る

チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と
が
出
来
た

記
念
事
業
「
あ
り
が
と
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
全
国
各
地

で
リ
レ
ー
植
樹
会
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
皆
様
と
交
流
が
出
来
ま
し

た
。皆
様
の
想
い
が
そ
れ
ぞ
れ
の
苗

木
に
伝
わ
り
躍
進
と
希
望
の
大
樹

と
な
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
は
、
全
国
協
議
会
設
立
20

周
年
を
記
念
し
て
様
々
な
企
画
を

立
案
し
20
年
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
係
わ

る
造
血
細
胞
移
植
医
療
体
制
の
諸

課
題
解
決
に
向
け
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

何
分
に
も
経
済
状
況
の
大
変
厳

し
い
折
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
協
議
事
項
〉

●
名
義
後
援
、
承
認
案
件

●
20
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

●
箱
根
駅
伝
に
つ
い
て

●
2
0
1
1
年
度
全
国
大
会
開
催

場
所
に
つ
い
て

●
職
員
冬
季
賞
与
に
つ
い
て

●
学
会
参
加
に
つ
い
て

●
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
の

今
後
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

●
財
団
関
連
（
常
任
理
事
会
・
Ｐ

Ｂ
Ｓ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
傍
聴
）

●
日
赤
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

●
常
勤
事
務
局
員
雇
用
に
つ
い
て

●
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
報
告

第
90
回
理
事
会
報
告

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

造
血
幹
細
胞
移
植
の
新
時
代
に
向
け
て

骨
髄
バ
ン
ク
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

2009年度賛助会員
 （11月22日〜12月18日）

京野アートクリニック� 　10,000円

清水�英司� 2,000円

改田�耕一� 2,000円

池井�元� 2,000円
� （敬称略）

心
を
ひ
と
つ
に
束
ね
て
、
新
た
な

活
動
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ

う
。

　

今
こ
の
瞬
間
も
病
気
と
闘
っ
て

い
る
患
者
さ
ん
が
、
一
日
も
早
く

笑
顔
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
。

厚
生
労
働
省

健
康
局
疾
病
対
策
課

�

臓
器
移
植
対
策
室
長

　

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
は
、
今
年
で
、

事
業
開
始
か
ら
19
年
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
間
、
ド
ナ
ー
登
録
者
は

35
万
人
を
超
え
、
ま
た
、
骨
髄
バ

ン
ク
を
介
し
て
行
わ
れ
た
骨
髄
移

植
は
１
万
例
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
全
国
各
地

で
バ
ン
ク
を
支
え
て
下
さ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
方
や
バ
ン
ク
事

業
に
携
わ
る
関
係
者
の
方
々
の
御

理
解
、
御
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、

こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ド
ナ
ー
が
見

つ
か
ら
ず
骨
髄
移
植
を
待
た
ざ
る

を
得
な
い
患
者
さ
ん
は
未
だ
多
く
、

依
然
と
し
て
よ
り
多
く
の
ド
ナ
ー

登
録
を
必
要
と
し
て
い
る
状
況
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

厚
生
労
働
省
臓
器
移
植
対
策
室

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ
り
一
層

ド
ナ
ー
登
録
へ
の
理
解
が
進
む
よ

う
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携

し
て
普
及
啓
発
活
動
等
に
よ
る
事

業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
理
事
・
事
務

局
員
一
同
さ
ら
な
る
研
鑽
と
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
一
層

の
ご
協
力
、
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
バ
イ
シ
ク
ル
ラ
イ
ド
実
行
委
員

会
に
つ
い
て

●
白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
受
付

状
況

●「
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
」

受
付
・
給
付
状
況

●
ド
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
受

付
状
況

〈
今
後
の
予
定
〉

２
月
21
日
（
日
）
第
91
回
理
事
会

３
月
21
日
（
日
）
第
92
回
理
事
会

４
月
17
日
（
土
）
第
93
回
理
事
会

４
月
18
日
（
日
）
2
0
1
0
バ
イ

シ
ク
ル
ラ
イ
ド

　

全
国
協
議
会
で
は
10
月
初
め
よ

り
全
国
各
地
の
み
な
さ
ま
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、「
骨
髄
バ
ン
ク

意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
11

月
末
日
を
も
っ
て
締
め
切
り
、
現

在
、
共
同
実
施
先
で
あ
る
宮
城
大

学
（
仙
台
市
）
に
て
集
計
・
分
析

を
行
っ
て
い
る
最
中
で
す
。

　

集
計
が
終
わ
り
次
第
、
皆
様
に

改
め
て
報
告
し
、
今
後
の
普
及
啓

発
及
び
ド
ナ
ー
登
録
者
の
リ
テ
ン

シ
ョ
ン
向
上
に
役
立
て
て
頂
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
忙
し
い
中
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
20
日

全
国
協
議
会
事
務
局



　
ス
ゴ
イ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
！

　
沖
縄
県
ド
ナ
ー
登
録
受
付
状
況

第211号（月１回毎月１日発行）定価　１部15円	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 第三種郵便物認可・2010年１月１日（金）発行（２）

骨髄バンクの最新情報をお知らせする� ────────────────────────────────────────�骨髄バンクNOW
●11月の移植件数が過去最高に
　本年11月の移植件数が126 件で過去最高になりま
した。内訳は国内ドナー⇒国内患者：125件、国内ド
ナー⇒海外患者：1件です。今年の累計移植件数（1
〜11月）は1,109 件で、年間で1,200件を超える見
込みであり、過去最高のペースで推移しています。

●ドナー等休暇制度の実施
　企業や団体等に勤務する方がドナーとなる場合、
検査、入院等のために平日に休暇をとらなければな
りません。ドナーの方の負担を軽減するために、財
団では各企業に対して、必要な休暇を特別休暇とし
て認める「ドナー休暇制度」の導入について働きか
けを続けています。
　一方、コーディネートの過程においては、ドナー
本人だけでなく、ご家族も最終同意面談への同席や、
施設によっては骨髄採取の際に待機を求める場合が
あります。このたび、家族がドナー候補者となった
東京都のある職員から、職員がドナーの家族として、
最終同意面談等に同席するため休暇を取る場合に「ド
ナー等休暇」として制度化できないか、東京都に要
望してほしいとの要請がありました。検討の結果、
財団では「ドナー等休暇制度」として職員の家族が

コーディネートを受ける場合の対応を就業規程に定
めました。また、公務員への導入について、東京都、
人事院、総務省へそれぞれ要望書を提出しました。
今後は企業に対しても、従業員がドナーとなった場
合に併せて、従業員がドナーの家族としてコーディ
ネートに協力する場合の休暇制度についても提案し
ていく予定です。

＜参考＞財団法人骨髄移植推進財団就業規則より抜
粋
（骨髄液提供休暇）
　職員又はその家族が骨髄バンクを介した骨髄提供
等を行う場合に、以下の各号のいずれかに該当し、
当該職員から休暇の申し出があった場合は、必要な
休暇を与える。
（１）職員が骨髄バンクドナーに登録するとき
（２）職員がドナー候補者または提供ドナーとして
選ばれ、面談、検査、又は入院を行うとき
（３）職員の家族がドナー候補者として選ばれ、当
該職員が最終同意面談に出席するとき
（４）職員の家族が提供ドナーとして選ばれ、当該
職員が採取施設にて骨髄採取時の待機を行うとき

●上原投手、越智選手、東野選手が病院訪問
　12月8日、メジャーリーグオリオールズの上原投
手と読売ジャイアンツの越智投手、東野投手が東海
大学病院に入院中の子どもたちを訪ねました。上原
投手はジャイアンツ時代を含めて4回目、越智選手は
昨年に続いての訪問です。3選手は初めに無菌室を訪
問して子どもたちにクリスマスプレゼントを手渡し、
続いて院内学級でのクリスマス会に参加しました。
サンタクロースやトナカイ姿の選手から子どもたち
へプレゼントが手渡され、子どもたちから選手へも
手作りのプレゼントが贈られました。ジャイアンツ
マスコットのジャビット君も参加して、楽しいひと
時となりました。

●ホセ･カレーラス クリスマス･コンサート
12月9日、今年で7回目となるチャリティコンサート

「ホセ・カレーラス クリスマス・コンサート」が東京
都港区のサントリーホールで中外製薬の協賛により
行われました。世界三大テノールとして知られるホ
セ・カレーラスさんは、ご自身も骨髄移植により白
血病を克服して歌手活動に復帰されており、このコ
ンサートの収益金の一部は財団に寄付されます。ま
た、会場では財団職員が骨髄バンクの普及啓発活動
と募金活動を行いました。

《財団マンスリー JMDP（12月15日発行）より抜粋》

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されること
があります。
*1）17年3月〜　*2）51歳以上ドナーの延長数　
*3）51歳以上ドナーの新規登録数　*4）17年9月〜

◆日本骨髄バンクの現状（平成21年11月末現在）
 10月 11月 現在数 累計数
ドナー登録者数 4,345 3,110 352,047 449,049
患者登録者数 179 243 2,527 29,002
骨髄移植例数 107 126 − 11,178
20歳未満ドナー登録者 − 237 11,126*1 −
51歳以上ドナー 234*2 101*3 16,666*4 −

■11月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 922人、献血併行型集団登録会／ 1,956人、集団登録会／ 124人、
その他／ 108人

　

20
年
近
く
の
長
期
に
渡
り
、
全

国
協
議
会
の
大
番
頭
と
し
て
会
計

に
携
わ
り
、
ま
た
よ
ろ
ず
相
談
所

と
し
て
全
国
の
加
盟
団
体
事
務
局

や
患
者
さ
ん
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
か
ら
の
数
々
の
難
題
、
問
い
合

わ
せ
に
対
応
し
て
参
り
ま
し
た
村

上
美
智
子
事
務
局
員
が
、
12
月
末

日
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
き
な
穴
が
ぽ
っ
か
り
空
く
こ

と
に
な
り
、
言
葉
に
言
い
表
せ
な

い
ほ
ど
寂
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
す
が
、
村
上
さ
ん
が
大
切
に
育

て
て
く
れ
た
全
国
協
議
会
事
務
局

を
、
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
し
っ
か

り
と
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

村
上
事
務
局
員
か
ら
み
な
さ
ん

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　

長
い
間
（
当
初
13
加
盟
団
体
〜

現
在
45
加
盟
団
体
）
お
世
話
に
な

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
の
皆
さ
ん
よ
り
楽
し
か
っ
た

こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
残
念

な
こ
と
、
悔
し
い
こ
と
等
々
貴
重

な
体
験
を
頂
け
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
全
国
協
議
会
事
務
局

も
様
変
わ
り
す
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
今
ま
で
同
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
説
明
員
の
雇
用
を
「
沖
縄
県

50
万
人
の
登
録
者
と
な
る
数
で
あ

る
。
日
赤
が
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
を

も
っ
と
主
体
的
に
実
施
し
て
い
く

に
は
解
決
す
べ
き
こ
と
も
多
く
あ

る
と
思
う
が
、
ド
ナ
ー
登
録
一
つ

を
取
っ
て
み
て
も
よ
り
よ
い
骨
髄

バ
ン
ク
を
目
指
す
方
向
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。�
（
上
江
洲
）

　

11
月
15
日
、
佐
賀
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
で
九
州
地
区
の
ブ

ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う　

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

村
上
事
務
局
員　

笑
顔
で
「
卒
業
」

骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す
る
会
」
が

沖
縄
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
。
８

月
か
ら
３
名
を
雇
用
し
て
ス
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
福
島
が
企
画
し
て
い

ま
す
が
、
東
北
の
団
体
皆
で
お
手

伝
い
し
て
成
功
さ
せ
よ
う
、
と
誓

い
合
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。
田
沢

湖
・
角
館
は
あ
い
に
く
の
雨
で
残

念
で
し
た
が
、
皆
で
大
い
に
飲
み
、

大
い
に
語
り
合
っ
た
二
日
間
で
し

た
。�

（
菅
）

　

11
月
28
日
、
広
い
北
海
道
各
地

か
ら
36
人
が
集
ま
り
、
年
に
一
度

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
全
国
に
７
人
し
か

い
な
い
ク
リ
ニ
カ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
一
人
で
あ
る
札
幌
北

楡
病
院
の
山
崎
奈
美
恵
さ
ん
に
、

「
白
血
病
患
者
の
闘
病
生
活
」
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
家
族
に
患
者
が
い
な
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
患
者
さ
ん
の

入
院
中
や
退
院
後
の
生
活
、
退
院

し
て
か
ら
の
就
労
問
題
等
、
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
様
々

な
問
題
を
乗
り
越
え
て
沢
山
の
患

者
さ
ん
が
元
気
に
退
院
し
て
い
る

と
聞
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

励
ま
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
に
関
し
て
、「
移
植
の

際
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
型
が
合
う
方
が
必
ず

し
も
良
い
と
は
限
ら
な
い
」
と
い

う
話
が
印
象
的
で
し
た
。�（
水
元
）

ト
し
た
が
、
８
月
の
献
血
並
行
登

録
会
で
の
登
録
者
数
は
３
２
７
名

（
月
間
総
登
録
者
数
３
３
９
名
）、

９
月
は
５
７
４
名
（
５
８
８
名
）、

10
月
は
４
７
２
名
（
４
９
５
名
）、

11
月
は
２
７
７
名
（
３
０
３
名
）

と
驚
異
的
な
数
字
と
な
っ
た
。
過

去
に
富
山
県
や
福
島
県
等
で
行
わ

れ
た
方
法
と
類
似
で
あ
る

が
、
血
液
セ
ン
タ
ー
職
員

が
調
整
す
る
こ
と
で
よ
り

成
果
が
出
せ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
今
回
、
離
島
等
で

の
移
動
献
血
で
は
登
録
会

を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
全

て
の
献
血
会
場
で
登
録
会

を
実
施
す
る
と
も
っ
と
登

録
者
は
増
加
す
る
だ
ろ

う
。
全
国
の
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
で
骨
髄
ド
ナ
ー

募
集
を
業
務
と
し
て
実
施

す
る
な
ら
ば
、
１
年
間
で

8月から雇用した説明員3名

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
報
告

　

と
こ
ろ
が
佐
賀
開
催
で
と
て
も

張
り
切
っ
て
お
ら
れ
た
幟
持
敏
子

さ
ん
が
骨
折
で
入
院
さ
れ
る
と
い

う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
発
生
、
打
ち
合

わ
せ
を
兼
ね
お
見
舞
い
に
行
っ
た

時
、
幟
持
さ
ん
よ
り
「
ど
う
せ
骨

折
す
る
な
ら
セ
ミ
ナ
ー
が
終
わ
っ

た
後
な
ら
…
」、「
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
や
っ
て
下
さ
い
」
と
の

伝
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
日
は
大
分
、
沖
縄
を

除
く
各
県
か
ら
と
全
国
協
議
会
の

二
見
理
事
を
含
め
16
名
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。
会
議
の
内
容
は
、

九
州
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
会
議

の
解
散
と
熊
本
骨
髄
バ
ン
ク
支
援

会
の
一
時
休
止
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
解
散
に
至
る
経
緯

を
話
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
寂
し

い
も
の
で
す
。
次
に
新
団
体
設
立

の
報
告
が
発
起
人
で
代
表
に
決
定

し
た
能
地
敬
一
さ
ん
か
ら
「
福
岡

か
ら
骨
髄
バ
ン
ク
の
団
体
を
無
く

す
事
は
で
き
な
い
。
骨
髄
バ
ン
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
り
所
と
し
て

で
き
る
人
が
、
で
き
る
事
を
、
で

き
る
時
に
を
モ
ッ
ト
ー
に
和
を
大

切
に
や
っ
て
い
く
」
と
い
う
趣
旨

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た�

、

セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
で
あ
る
患
者

支
援
の
あ
り
方
で
は
、
リ
ボ
ン
の

会
以
外
は
具
体
的
な
活
動
を
行
っ

て
お
ら
ず
、
そ
の
方
法
な
ど
ゆ
っ

く
り
と
話
し
合
う
時
間
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

続
く
懇
親
会
で
は
皆
さ
ん
と
美

味
な
料
理
を
囲
み
楽
し
く
語
り
合

い
、
ま
た
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動

を
続
け
て
行
こ
う
と
い
う
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
準
備
に
奔
走

さ
れ
た
宮
崎
の
中
村
さ
ん
、
遠
方

か
ら
み
え
た
二
見
さ
ん
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。
最
後
に
幟
持
さ

ん
の
一
日
も
早
い
ご
回
復
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
北
村
）

　

11
月
14
・
15
日
秋
田
県
仙
北
市

の
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
に
於
い
て
、

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ

れ
、
26
名
が
研
修
と
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
っ
て
、
冊
子

「
白
血
病
と
言
わ
れ
た
ら
」
を
発

病
間
も
な
い
患
者
さ
ん
に
主
治
医

を
通
じ
て
配
付
し
て
い
る
と
い
う

例
や
、
医
療
講
演
会
や
い
の
ち
の

輝
き
展
・
マ
モ
展
、あ
る
い
は
チ
ャ

リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
な
ど
、
各
地
で
の

活
発
な
活
動
報
告
に
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。
輝
き
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
で
プ
ロ
レ
ス
を
や
っ

て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う

楽
し
い
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
2
0
1
0
年
秋
に
全
国
協

議
会
20
周
年
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

「
ド
ナ
ー
さ
ん
と
患
者
さ
ん
に
た

く
さ
ん
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、
出

会
え
た
奇
跡
を
皆
で
噛
み
締
め
て

大
い
に
盛
り
上
が
ろ
う
」
と
い
う

解
散
、休
止
の一
方
で

新
団
体
設
立
も
！

九州

日
本
一
大
き
い
西
明
寺
栗
の

ふ
る
さ
と
に
集
合
！

東北

患
者
支
援
の
あ
り
方
を

原
点
か
ら
見
直
す
た
め
に

北海道

ご覧下さい。
そこかしこに、笑顔が溢れています。

神妙な面持ちの方もいらっしゃいますが、なにか思うところがあるのでしょう。
実は、ついさきほどまで、涙を流していた方も大勢いらっしゃいました。

感謝の気持ちと惜別の念が、そうさせたに違いありません。
村上美智子さん、ありがとう。

「やめないで」コールが響き渡る現場から、中継でお伝えしました！


